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3.317（SD± .63）で，２群間の有意差は認めら
れなかった (t (91)＝ .7, p>.05）。補講内容の主観的
理解度の比較結果はFigure 1に示す。

　主観的理解度について t検定を行った結果，①
気圧の差の応用 (t (91)＝1.7, p<.05)，③気圧の差
と排液の方向（t (91)＝2.5, p<.01），④陰圧の操作
と観察点（t (91)＝2.7, p<.05）⑦管内水面の低下
理由（t (91)＝1.8, p<.05）は，物理群の方が理解
度は高く，⑤水封室の仕組みの必要性（t (91)＝
1.3, p<.10），⑥吸引圧抑制びんの仕組み（t (91)＝
1.5, p<.10）は，その有意傾向が認められた。

考 察
胸腔持続吸引システムの作動中の解説動画は，

物理群，無群共にわかりやすいという評価であっ
たが，主観的理解度について７項目中４項目は物
理群が高く，２項目はその傾向が認められた。こ
のことは，気圧の定義を形式的に理解するだけで
なく，水泡の出現や管内の水面の動きという，目
に見える現象の意味づけに「気圧の知識」の活用
が求められているためであると推察される。有意
差の認められなかった②陰圧が成り立つ密閉空間
は，口腔内吸引の操作演習で繰り返し体験でき，
既にイメージ化ができている概念であるからでは
ないかと考える。以上のことから，物理群は，既
に気圧に関する知識の活用を伴う学習が土台にあ
るため，補講の解説で理解がより高まったのでは
ないかと推察する。今後は，無群が「気圧の知識」
を理解でき，その知識の活用ができるような教材
や解説を工夫することが課題である。

胸腔持続吸引システムの理解度に 
影響を及ぼす要因

―高校時代の物理学の選択の有無―
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問題と目的
人間の胸腔内は，大気圧に対して陰圧になって

いる。胸腔持続吸引システムは，胸腔内に空気や
血液などが貯留している患者に用いられ，貯留し
たものを体外に排出させる医療機器である。看護
師は，そのシステムの作動の管理と患者の異常の
早期発見を含めて看護を行う必要がある。このシ
ステムの理解には，大気圧と吸引システム内の気
圧の差，水封室と吸引圧抑制びんの仕組み，管内
の水の動きと気圧の変化など，物理学の気圧の知
識の活用が求められる。しかし，高校で物理学を
選択した学生は少ない傾向が指摘されており，看
護学で用いる参考書には，物理学の解説が乏しい
現状がある。本研究では，物理学の気圧の知識を
踏まえた補講の効果と高校での物理学選択の有無
の関連について分析する。

方 法
対象者　Ａ看護大学４年生，希望者のみ受講可

能な「胸腔持続吸引システムの補講」受講者97名
中，協力が得られた93名。 
手続き　「胸腔持続吸引システム」の補講は90

分で行った。主な教育内容は，物理学の「気圧」
の内容を含む「陰圧とは」「陰圧が成り立つ条件」
「気圧差と気流，排液の方向との関係」「水封室の
しくみ」「陰圧の確認方法」「吸引圧抑制びんのし
くみ」「吸引圧抑制びん内の管の水面の低下理由」
「吸引圧と胸腔内圧」についてであった。これら
について配布資料とスライドで説明を行った。補
講アンケートは，補講３か月後に実施し，主観的
理解度を測った。調査項目は，①ドレナージには，
大気圧とドレーン器具内の気圧の差が応用されて
いる，②陰圧は密閉空間で成り立つ，③陰圧を生
じさせる操作や確認方法（観察点），④水封室の
仕組みは，胸腔内からの空気の漏れ，胸腔内への
逆流防止，胸腔内圧の変化を観察するために必要
であること，⑤気圧の差で排気・排液の方向が決
まる，⑥吸引圧制御びんは大気で吸引圧を調整す
る，⑦吸引圧制御びん内の管内の水面が下がる理
由の主観的理解度と胸腔持続吸引システムの作動
中の動画の分かりやすさである。主観的理解度と
分かりやすさは，それぞれ４件法で行った。

結　　　果
93名の学生中，高校時代に物理学を選択した学
生（物理群）13名，物理学非選択の学生（無群）
は80名であった。動画の分かりやすさは，平均点


